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東京医科大学霞ヶ浦病院 20年の歩み
霞ヶ浦航空隊
東京医科大学霞ヶ浦病院は昭和23年11月1日に茨城県稲敷郡阿見町3920に開
設されたのである。当院の前身は元来帝国海軍霞ヶ浦航空隊が昭和4年にこの
地に設置されたときに、その医務室として作られたものである。現在の木造平
屋建第5病棟はその時建築されたもので、その後昭和12年に鉄筋平屋建（現在
の外来診療棟、第 1、第2及第3病棟）が増築されたのである。同地は霞ヶ浦
西岸台地上にあり、遠く筑波山を眺め、近く霞ヶ浦に接し、空気は澄み、晴れ
た臼は富士山をも望み、風景絶佳の地である。かの有名な霞ヶ浦航空隊は幾多
の名将勇士を輩出し、或は又昭和維新を企図した5.15事件、神兵隊事件、 2.26
事件にも参画した将士も居た。又第2次大戦には涙と共に諮るべき七ツぼたん
の予科練習生の訓練地でもあった。昭和20年終戦と共に療止され、その後荒療
のま、放置されていたのである。
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協同病院
昭和22年茨城県厚生農業協同組合連合会が、県内各地に協同病院を新設した
とき、土浦市に所在する新治協同病院（院長来栖光一氏）の阿見分院として発
足した。従って敷地、建物はすべて固有財産を借用したものである。建物は終
戦後の混乱のため破損甚だしく、天井もなく、全く病院の形態を整えていなか
った。その上頗る悪い立地条件その他の理由で同院の経営は困難であったので
、当時木原の旧軍施設に在住の清野謙次博士は来栖光一氏、藤沢三郎氏と相図
り、清野博士の畏友東京医科大学理事長兼学長緒方知三郎博士にその東京医科
大学への移譲を申し出た。
東京医科大学へ移磁
当時東京医科大学は医学専門学校より医科大学に昇格し（昭和21年5月15日）
、大学予科を設置した（昭和22年4月23日）ばかりであった。大学は予科の設
置更には学制改革に伴う新制医科大学として発足するためには施設その他の面
に於て種々問題があったので、阿見分院を大学の所管にすることが要請される
所であって、早速乙の移譲の申入れを受諾し、これを買収する事に決定し、佐
藤憲二郎理事（後に常務理事）が専らその折衝に当った。交渉は一進一退であ
ったが、ょうやく妥結し、大学は東京医科大学附属病院（855坪）として開設す
ることを茨城県知事に申請し、認可されたのは昭和23年11月1日である。
昭和26年3月14日東京医科大学は学校法人としての登記を完了し、昭和27年
2月20日学校教育法第4条による東京医科大学の設置が認可された。
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